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特許情報分析ツールの多面的な機能と用途 

Felo AI 

1.はじめに 

1.1 特許情報分析ツールの概要 

1.1.1 特許情報分析ツールの重要性 

特許情報は、技術革新や市場競争において重要な役割を果たす知的財産の一部であり、企業

や研究機関にとって戦略的な資産となります。特許情報を適切に分析することで、競合他社

の技術動向を把握し、自社の研究開発戦略を最適化することが可能です。しかし、特許文書

は膨大な量に加え、専門的な内容を含むため、従来の手法では分析に多大な時間と労力を要

していました。 

 

このような課題を解決するために、特許情報分析ツールが登場しました。これらのツール

は、特許文書の検索、分類、要約、スコアリングなどを効率的に行うことができ、特許業務

の迅速化と精度向上を実現します。特に、生成AI（Generative AI）の導入により、従来の

分析手法では困難だった高度なデータ処理や洞察の抽出が可能となり、特許業務の新たな可

能性を切り開いています[1][2][3]。 

 

特許情報分析ツールの重要性は、以下の点で顕著です： 

 

•   効率性の向上: 膨大な特許文書を短時間で処理し、必要な情報を迅速に取得可能。 

•   精度の向上: 人的ミスを減らし、より正確な分析結果を提供。 

•   戦略的意思決定の支援: 競合他社の技術動向や市場のトレンドを把握し、戦略的な

意思決定をサポート。 

•   コスト削減: 人的リソースの削減により、コスト効率を向上。 

 

これらの利点により、特許情報分析ツールは、特許業務における不可欠な存在となっていま

す。 
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1.1.2 生成AIの特許業務への応用 

生成AIは、特許業務において革新的な変化をもたらしています。従来の特許情報分析ツール

は、主に検索や分類といった定型的なタスクに焦点を当てていましたが、生成AIの導入によ

り、より高度で創造的なタスクへの対応が可能となりました。 

 

生成AIの特許業務への応用例として、以下が挙げられます： 

 

•   特許文書の要約と読解支援: 特許文書の内容を簡潔に要約し、専門知識がないユー

ザーでも理解しやすくする機能を提供します。例えば、Summariaは特許文書の読解

支援を目的としたAIツールであり、特許文書の要約やクレームの構造化を効率的に

行います[3][4]。 

•   特許明細書の自動生成: Tokkyo AIやAI Samuraiは、発明の概要を入力するだけで

特許明細書を自動生成する機能を提供しています。これにより、特許出願プロセス

が大幅に効率化されます[5][6]。 

•   拒絶理由通知対応: 特許庁からの拒絶理由通知書に対する応答文書の作成を支援す

る機能も、生成AIの重要な応用分野です。これにより、迅速かつ正確な対応が可能

となります[7][8]。 

•   発明発掘支援: 発明者との対話を通じて潜在的なアイデアを引き出し、特許化の可

能性を探る機能も提供されています。AI Samuraiのようなツールは、発明者が気づ

いていないアイデアを生成AIの支援で発掘することが可能です[9][10]。 

 

生成AIの導入により、特許業務は単なるデータ処理から、より戦略的で創造的な活動へと進

化しています。これにより、特許業務の効率化だけでなく、企業や研究機関の競争力向上に

も寄与しています。 

 

1.2 本章の目的 

1.2.1 分析対象ツールの選定理由 

本章では、特許情報分析ツールとして広く利用されている以下の4つのツールを取り上げま

す： 

 

1.Patentfield AIR 

 

2.Summaria 

 

3.Tokkyo AI 

 

4.AI Samurai 
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これらのツールは、それぞれ独自の機能と用途を持ち、特許業務全般を支援する多様なソリ

ューションを提供しています。選定理由としては、以下の点が挙げられます： 

 

•   市場での普及度: これらのツールは、特許業務において広く利用されており、実績

が豊富です。 

•   多様な機能: 各ツールは、特許情報分析だけでなく、特許明細書作成、拒絶理由通

知対応、発明発掘支援など、特許業務全般をカバーする機能を備えています。 

•   生成AIの活用: 生成AIを活用した高度な機能を提供しており、特許業務の効率化と

精度向上に寄与しています。 

•   応用範囲の広さ: 各ツールは、特許業務だけでなく、競合分析や市場動向の把握な

ど、幅広い用途に対応しています。 

 

これらの理由から、これらのツールを分析対象として選定しました。 

 

1.2.2 本章で取り上げる主要機能と用途 

本章では、上記のツールが提供する主要な機能とその用途について詳しく解説します。具体

的には、以下の点に焦点を当てます： 

 

•   特許情報分析機能: 特許文書の検索、分類、要約、スコアリングなど、特許情報の

効率的な分析を可能にする機能。 

•   特許明細書作成支援: 発明の概要を基に特許明細書を自動生成する機能。 

•   拒絶理由通知対応: 特許庁からの拒絶理由通知書に対する応答文書の作成を支援す

る機能。 

•   発明発掘支援: 発明者との対話を通じて潜在的なアイデアを引き出し、特許化を支

援する機能。 

•   異議申し立て・無効審判支援: 特許の無効化や異議申し立てに必要な資料の調査と

分析を支援する機能。 

 

これらの機能と用途を通じて、特許情報分析ツールがどのように特許業務全般を支援してい

るのかを明らかにします。また、生成AIの活用がこれらの機能にどのような付加価値をもた

らしているのかについても考察します。 
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2.Patentfield AIR 

2.1 主要機能 

2.1.1 生成AI調査・分析オプション 

Patentfield AIRは、生成AIを活用した特許調査・分析オプションを提供しています。この

機能では、最大1万件の特許文献を対象に、生成AIが要約やラベル付けを行い、特許情報の

効率的な分析を可能にします。これにより、特許文献の膨大なデータを短時間で整理し、競

合分析や市場動向の把握に役立てることができます[7][32]。 

 

さらに、生成AIは特許文献の独自要約作成や外国文献の翻訳、実施例の組成・数値の抽出、

社内分類などのラベル付与を行うことが可能です。この機能は、特許調査の精度を向上させ

るだけでなく、特許情報の活用範囲を広げることにも寄与します[12][33]。 

 

2.1.2 特許スコアリングとランキング 

Patentfield AIRは、特許スコアリングとランキング機能を備えており、特許の価値や関連

性を数値化することで、効率的な分析を支援します。この機能は、特許の重要度や競合性を

評価する際に非常に有用であり、特許ポートフォリオの最適化や戦略的な意思決定をサポー

トします[4][3]。 

 

特許スコアリングは、特許の技術的な重要性や市場での影響力を評価するための指標を提供

します。一方、ランキング機能は、特許の優先順位を視覚的に示し、ユーザーが迅速に重要

な特許を特定できるようにします[32][33]。 

 

2.1.3 拒絶理由通知対応支援 

拒絶理由通知対応支援機能は、特許庁から通知された拒絶理由通知書に対する応答業務を効

率化するために設計されています。この機能では、拒絶理由通知書の内容を生成AIが整理

し、応答文書の作成を支援します。これにより、特許出願者や弁理士は、迅速かつ正確に対

応することが可能となります[4][5][6]。 

 

また、拒絶理由通知書の認定内容の整理や引用文献との比較を効率的に行うことができるた

め、特許出願プロセス全体の効率化に寄与します。この機能は、特許業務における時間とコ

ストの削減に大きく貢献します[17][22]。 
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2.1.4 API連携 

Patentfield AIRは、API連携機能を通じて他のシステムとの統合を可能にしています。この

機能により、特許データの取得や分析結果の共有が容易になり、特許情報の活用範囲がさら

に広がります[1][7]。 

 

APIを活用することで、特許情報を自動的に取得し、生成AIを用いて要約や分析を行うこと

ができます。これにより、特許情報の管理や活用が効率化され、企業の知財戦略を強化する

ことが可能となります[33][34]。 

 

2.1.5 データ可視化 

データ可視化機能は、特許情報をグラフやマップなどの視覚的な形式で表示することで、分

析を直感的に行えるようにします。この機能は、特許調査結果を視覚的に把握しやすくする

ため、特許情報の理解を深めるのに役立ちます[4][3]。 

 

特に、競合他社の特許ポートフォリオや技術開発戦略を視覚化することで、企業の知財戦略

の策定において重要な洞察を提供します。また、データ可視化は、特許情報のプレゼンテー

ションや報告書作成にも活用され、意思決定プロセスをサポートします[32][33]。 

 

2.2 用途例 

2.2.1 特許調査・分析の効率化 

Patentfield AIRは、特許調査・分析の効率化に大きく貢献します。生成AIを活用した調

査・分析オプションにより、膨大な特許文献を短時間で整理し、必要な情報を迅速に抽出す

ることが可能です[7][32]。 

 

また、特許スコアリングとランキング機能を活用することで、特許の重要度や関連性を評価

し、効率的な調査を実現します。このような機能は、特許調査にかかる時間と労力を大幅に

削減し、特許業務全体の効率化を促進します[4][3]。 

 

2.2.2 競合技術の動向把握 

Patentfield AIRは、競合技術の動向把握にも役立ちます。生成AIを活用して特許文献を分

析し、競合他社の技術開発戦略や市場動向を把握することが可能です[32][33]。 

 

さらに、データ可視化機能を活用することで、競合他社の特許ポートフォリオを視覚的に分

析し、技術的な優位性や市場でのポジショニングを評価することができます。このような機

能は、企業の競争力を強化するための重要なツールとなります[4][3]。 
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2.2.3 拒絶理由通知への迅速な対応 

拒絶理由通知への迅速な対応は、特許出願プロセスにおいて重要な課題です。Patentfield 

AIRの拒絶理由通知対応支援機能は、生成AIを活用して通知書の内容を整理し、応答文書の

作成を効率化します[4][5][6]。 

 

この機能により、特許出願者や弁理士は、迅速かつ正確に拒絶理由通知に対応することが可

能となり、特許取得の成功率を向上させることができます。また、API連携を活用すること

で、他のシステムと連携しながら効率的に対応することも可能です[17][22]。 

 

3.Summaria 

3.1 主要機能 

3.1.1 特許文書読解支援 

Summariaは、特許文書の読解を効率化するために設計されたAIアシスタントです。この機能

は、特許文書の要約作成や重要な情報の抽出を自動化することで、特許実務者が膨大な文書

を迅速かつ正確に理解できるよう支援します。特許文書は通常、専門的な用語や複雑な構造

を持つため、読解に多くの時間と労力を要しますが、Summariaはこれを大幅に軽減します。 

 

具体的には、Summariaは特許公報や特許文献を解析し、要約を生成する機能を提供します。

この要約は、特許の技術的な要点や権利範囲を簡潔に示すものであり、特許の内容を迅速に

把握するための重要なツールとなります。また、Summariaは特許文書内の重要なキーワード

やフレーズを抽出し、文書の構造を視覚的に整理することで、読解の効率をさらに向上させ

ます[3][9][28]。 

 

さらに、Summariaは外国語の特許文書にも対応しており、翻訳機能を活用して多言語の特許

情報を簡単に理解できるようにします。この機能は、国際的な特許調査や分析を行う際に特

に有用です[12][28]。 

 

3.1.2 拒絶理由通知対応支援 

Summariaは、特許庁から通知される拒絶理由通知書への対応を効率化するための機能を提供

します。この機能は、拒絶理由通知書の内容を解析し、特許実務者が迅速かつ正確に対応で

きるよう支援します。 

 

具体的には、Summariaは拒絶理由通知書の認定内容を整理し、引用文献との比較を行うこと

で、拒絶理由の根拠を明確にします。また、応答文書の作成を支援する機能も備えており、

特許実務者が必要な情報を迅速に取得し、適切な対応を行えるようにします[4][6][22]。 
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さらに、Summariaは拒絶理由通知書のPDF形式の文書をアップロードするだけで、その内容

を解析し、関連する段落や情報を自動的に抽出する機能を提供します。この機能により、特

許実務者は手作業での解析作業を大幅に削減でき、効率的な対応が可能となります[17][2

2]。 

 

3.1.3 発明評価支援 

Summariaは、特許文書の分類や発明の評価を支援する機能を提供します。この機能は、特許

実務者が発明の価値や特許性を迅速に評価できるように設計されています。 

 

具体的には、Summariaは特許文書を解析し、発明の技術的な特徴や新規性を評価するための

情報を提供します。また、特許文書を自動的に分類し、関連する技術分野や市場動向を把握

するためのデータを提供します。この機能は、特許出願の戦略を立案する際や、競合他社の

技術動向を分析する際に特に有用です[12][13][25]。 

 

さらに、Summariaは発明の評価結果を視覚的に表示する機能を備えており、特許実務者が評

価結果を直感的に理解できるようにします。この視覚化機能は、発明の価値を関係者に説明

する際にも役立ちます[3][9][28]。 

 

3.1.4 クレーム作成支援 

Summariaは、特許クレームの作成を支援する機能を提供します。この機能は、特許クレーム

の構造化や作成を効率化するために設計されています。 

 

具体的には、Summariaは特許文書を解析し、クレームの構造を自動的に生成する機能を提供

します。この機能により、特許実務者はクレーム作成の手間を大幅に削減でき、より効率的

に作業を進めることができます。また、Summariaはクレームの内容を視覚的に表示する機能

を備えており、クレームの構造や内容を直感的に理解できるようにします[14][15][25]。 

 

さらに、Summariaはクレーム作成の際に必要な情報を自動的に抽出し、特許実務者が必要な

情報を迅速に取得できるようにします。この機能は、特許出願の準備を効率化するための重

要なツールとなります[3][9][28]。 
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3.2 用途例 

3.2.1 特許文書の効率的な読解 

Summariaは、特許文書の効率的な読解を支援するためのツールとして活用されています。特

許文書は通常、専門的な用語や複雑な構造を持つため、読解に多くの時間と労力を要します

が、Summariaはこれを大幅に軽減します。 

 

具体的には、Summariaは特許文書の要約を自動的に生成し、特許の技術的な要点や権利範囲

を簡潔に示します。この要約は、特許の内容を迅速に把握するための重要なツールとなりま

す。また、Summariaは特許文書内の重要なキーワードやフレーズを抽出し、文書の構造を視

覚的に整理することで、読解の効率をさらに向上させます[3][9][28]。 

 

さらに、Summariaは外国語の特許文書にも対応しており、翻訳機能を活用して多言語の特許

情報を簡単に理解できるようにします。この機能は、国際的な特許調査や分析を行う際に特

に有用です[12][28]。 

 

3.2.2 拒絶理由通知への対応 

Summariaは、特許庁から通知される拒絶理由通知書への対応を効率化するためのツールとし

て活用されています。この機能は、拒絶理由通知書の内容を解析し、特許実務者が迅速かつ

正確に対応できるよう支援します。 

 

具体的には、Summariaは拒絶理由通知書の認定内容を整理し、引用文献との比較を行うこと

で、拒絶理由の根拠を明確にします。また、応答文書の作成を支援する機能も備えており、

特許実務者が必要な情報を迅速に取得し、適切な対応を行えるようにします[4][6][22]。 

 

さらに、Summariaは拒絶理由通知書のPDF形式の文書をアップロードするだけで、その内容

を解析し、関連する段落や情報を自動的に抽出する機能を提供します。この機能により、特

許実務者は手作業での解析作業を大幅に削減でき、効率的な対応が可能となります[17][2

2]。 

 

3.2.3 発明の評価と分類 

Summariaは、発明の評価と分類を効率化するためのツールとして活用されています。この機

能は、特許実務者が発明の価値や特許性を迅速に評価できるように設計されています。 

 

具体的には、Summariaは特許文書を解析し、発明の技術的な特徴や新規性を評価するための

情報を提供します。また、特許文書を自動的に分類し、関連する技術分野や市場動向を把握

するためのデータを提供します。この機能は、特許出願の戦略を立案する際や、競合他社の

技術動向を分析する際に特に有用です[12][13][25]。 
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さらに、Summariaは発明の評価結果を視覚的に表示する機能を備えており、特許実務者が評

価結果を直感的に理解できるようにします。この視覚化機能は、発明の価値を関係者に説明

する際にも役立ちます[3][9][28]。 

 

4.Tokkyo AI 

4.1 主要機能 

4.1.1 生成AIによる特許明細書作成 

Tokkyo AIは、生成AIを活用して特許明細書を自動生成する機能を提供しています。この機

能では、発明の概要や技術的な要素を入力するだけで、特許明細書のドラフトを迅速に作成

することが可能です。特許明細書の作成は通常、専門的な知識と多大な時間を要する作業で

すが、Tokkyo AIはこのプロセスを効率化し、特許出願のスピードを大幅に向上させます[5]

[16][18]。 

 

生成AIは、特許文書の構造や形式に基づいて、適切なセクション（背景技術、課題、解決手

段、効果など）を自動的に生成します。また、特許請求の範囲（クレーム）についても、発

明の特徴を反映した内容を提案することが可能です。この機能により、特許出願者や弁理士

は、文書作成にかかる負担を軽減し、より戦略的な業務に集中することができます[16][18]

[30]。 

 

さらに、生成AIは、特許文書の作成だけでなく、発明提案書や発明届などの関連文書の作成

にも対応しています。これにより、特許出願に必要なすべての文書を一貫して作成すること

が可能となり、出願プロセス全体の効率化が実現します[10][30]。 

 

4.1.2 ChatTokkyo 

ChatTokkyoは、Tokkyo AIが提供するチャット形式の特許検索および分析機能です。この機

能では、ユーザーが自然言語で質問を入力するだけで、関連する特許情報を迅速に検索し、

分析結果を提供します。例えば、「この技術に関連する特許はあるか？」や「競合他社の特

許出願動向を教えてほしい」といった質問に対して、AIが適切な回答を生成します[16][1

9]。 

 

ChatTokkyoは、特許検索のプロセスを簡素化し、特許情報へのアクセスを容易にします。従

来の特許検索では、専門的な検索式やキーワードの選定が必要でしたが、ChatTokkyoではそ

のような知識が不要です。これにより、特許業務に不慣れなユーザーでも、効率的に特許情

報を活用することが可能となります[19][20]。 
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また、ChatTokkyoは、特許情報の分析にも対応しており、競合他社の特許ポートフォリオの

評価や市場動向の把握に役立ちます。この機能は、特許戦略の立案や技術開発の方向性を決

定する際に非常に有用です[16][19]。 

 

4.1.3 特許出願支援 

Tokkyo AIは、特許出願プロセス全体を支援する機能を提供しています。この機能では、特

許出願に必要な文書案を自動生成し、出願手続きの効率化を図ります。特に、発明の概要や

技術的な特徴を入力するだけで、特許庁に提出可能な形式の文書を作成することが可能です

[16][18][21]。 

 

さらに、Tokkyo AIは、特許出願に関連する情報の管理や追跡もサポートします。例えば、

出願中の特許のステータスをリアルタイムで確認したり、必要な補正や追加情報を迅速に提

供することができます。このような機能により、特許出願プロセスの透明性と効率性が向上

します[18][21]。 

 

また、Tokkyo AIは、特許出願における戦略的な意思決定を支援するためのデータ分析機能

も備えています。これにより、出願する特許の価値や競争力を評価し、最適な出願戦略を立

案することが可能です[16][18][21]。 

 

4.1.4 拒絶理由通知対応 

Tokkyo AIは、特許庁から通知される拒絶理由通知書への対応を効率化する機能を提供して

います。この機能では、拒絶理由通知書の内容をAIが自動的に分析し、応答文書の作成を支

援します。具体的には、拒絶理由の要点を整理し、それに基づいて意見書や補正書のドラフ

トを生成します[5][17][21]。 

 

拒絶理由通知への対応は、特許出願プロセスにおいて重要なステップであり、迅速かつ正確

な対応が求められます。Tokkyo AIは、このプロセスを効率化することで、特許出願者や弁

理士の負担を軽減し、特許取得の成功率を向上させます[17][21]。 

 

さらに、Tokkyo AIは、拒絶理由通知書に引用された先行文献との比較や分析もサポートし

ます。これにより、拒絶理由に対する適切な反論や補正案を迅速に作成することが可能で

す。この機能は、特許出願者が拒絶理由を克服し、特許を取得するための重要なツールとな

ります[5][17][21]。 
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4.2 用途例 

4.2.1 特許明細書や提案書の作成 

Tokkyo AIは、特許明細書や発明提案書の作成を効率化するためのツールとして活用されて

います。生成AIを活用することで、発明の概要や技術的な特徴を入力するだけで、特許明細

書や提案書のドラフトを迅速に作成することが可能です。この機能により、特許出願者や弁

理士は、文書作成にかかる時間と労力を大幅に削減できます[16][18][30]。 

 

また、Tokkyo AIは、特許文書の作成において、専門的な知識が必要な部分をAIが補完する

ため、特許業務に不慣れなユーザーでも高品質な文書を作成することが可能です。この機能

は、特許出願の初期段階での効率化に特に有用です[10][30]。 

 

4.2.2 特許出願プロセスの効率化 

Tokkyo AIは、特許出願プロセス全体を効率化するためのツールとして利用されています。

特許出願に必要な文書案を自動生成する機能により、出願手続きのスピードが向上します。

また、特許出願に関連する情報の管理や追跡をサポートする機能も備えており、出願プロセ

スの透明性と効率性を向上させます[16][18][21]。 

 

さらに、Tokkyo AIは、特許出願における戦略的な意思決定を支援するためのデータ分析機

能を提供しています。これにより、出願する特許の価値や競争力を評価し、最適な出願戦略

を立案することが可能です。このような機能は、特許出願プロセス全体の効率化に寄与しま

す[16][18][21]。 

 

4.2.3 拒絶理由通知への対応 

Tokkyo AIは、特許庁から通知される拒絶理由通知書への対応を効率化するためのツールと

して活用されています。拒絶理由通知書の内容をAIが自動的に分析し、応答文書の作成を支

援する機能により、迅速かつ正確な対応が可能です[5][17][21]。 

 

また、Tokkyo AIは、拒絶理由通知書に引用された先行文献との比較や分析もサポートしま

す。これにより、拒絶理由に対する適切な反論や補正案を迅速に作成することが可能です。

この機能は、特許出願者が拒絶理由を克服し、特許を取得するための重要なツールとなりま

す[5][17][21]。 
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5.AI Samurai 

5.1 主要機能 

5.1.1 特許明細書自動生成 

AI Samuraiは、特許明細書の自動生成機能を提供しており、発明内容を入力するだけで、特

許明細書のドラフトを迅速に作成することが可能です。この機能は、特許請求の範囲や発明

の詳細を文章として入力することで、AIが自動的に構造化された明細書を生成します。これ

により、従来の手作業で行われていた明細書作成プロセスが大幅に効率化され、時間とコス

トの削減が実現します[8][14][27]。 

 

さらに、AI Samuraiは生成AIと反復プロンプト技術を活用しており、特許文書の作成におけ

る精度と効率を向上させています。この技術により、特許明細書の内容がより正確かつ包括

的に記述されるため、特許出願の成功率が向上する可能性があります[14][24]。 

 

5.1.2 類似文献評価 

AI Samuraiは、特許性の判断を支援するために類似文献の評価機能を提供しています。この

機能では、AIが特許文献を迅速に分析し、発明内容に類似する既存の文献を特定します。こ

れにより、特許出願前に競合する特許や先行技術を把握することが可能となり、特許性の評

価を効率的に行うことができます[22][25][26]。 

 

また、類似文献の評価結果は、特許出願の戦略立案や拒絶理由通知への対応においても重要

な役割を果たします。AI Samuraiの類似文献評価機能は、特許文献の膨大なデータベースを

活用し、短時間で高精度な分析を実現します[24][26]。 

 

5.1.3 日米中横断調査 

AI Samuraiは、日本、アメリカ、中国の特許情報を横断的に検索する機能を備えています。

この機能により、ユーザーは3か国の特許データベースを同時に検索し、審査シミュレーシ

ョンを実施することが可能です。これにより、国際的な特許出願における競争力を高めるこ

とができます[19][27][29]。 

 

日米中横断調査機能は、特許出願の際に重要な情報を迅速に取得するための強力なツールで

す。例えば、出願する発明内容を入力するだけで、各国の審査基準に基づいた特許性の評価

が数分で完了します。この機能は、特許出願の成功率を向上させるだけでなく、国際的な特

許戦略の策定にも役立ちます[19][27][29]。 
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5.1.4 発明発掘支援 

AI Samuraiは、発明者との対話を通じて潜在的な発明アイデアを引き出す発明発掘支援機能

を提供しています。この機能では、生成AIが発明者のアイデアを深掘りし、新たな発明の可

能性を提示します。これにより、発明者自身が気づいていなかったアイデアを特許化するこ

とが可能となります[2][24][29]。 

 

さらに、発明発掘支援機能は、複数人による発明創出の際にも有効です。AIが発明情報を容

易に抽出し、その内容を効率的に管理することで、チーム全体の発明活動をサポートしま

す。この機能は、特許ポートフォリオの拡充や技術革新の促進に寄与します[24][29][34]。 

 

5.1.5 拒絶理由通知対応 

AI Samuraiは、拒絶理由通知書への対応を効率化するための機能を提供しています。この機

能では、拒絶理由通知書の内容をAIが分析し、応答文書の作成を支援します。具体的には、

通知書に記載された拒絶理由を整理し、引用文献との比較を行うことで、適切な反論や補正

案を提示します[5][22][31]。 

 

また、AI Samuraiの拒絶理由通知対応機能は、特許庁から通知された拒絶理由に迅速に対応

するためのワークフローを提供しています。このワークフローにより、特許出願者や弁理士

は効率的に応答文書を作成し、特許取得の可能性を高めることができます[4][22][31]。 

 

5.2 用途例 

5.2.1 特許明細書の迅速な作成 

AI Samuraiの特許明細書自動生成機能は、特許明細書の迅速な作成を可能にします。この機

能を活用することで、発明者や弁理士は特許出願に必要な文書を短時間で作成することがで

き、特許出願プロセス全体の効率化が図られます[8][14][27]。 

 

また、生成AIを活用した特許明細書の作成は、従来の手作業による作成と比較して、精度と

一貫性が向上します。これにより、特許出願の成功率が高まり、特許取得までの時間が短縮

される可能性があります[14][24][27]。 

 

5.2.2 発明アイデアの発掘 

AI Samuraiの発明発掘支援機能は、発明者が気づいていない潜在的なアイデアを引き出すた

めの強力なツールです。この機能を活用することで、発明者は新たな発明の可能性を発見

し、それを特許化することができます[2][24][29]。 
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さらに、発明発掘支援機能は、複数人による発明創出の場面でも有効です。AIが発明情報を

効率的に抽出し、その内容を管理することで、チーム全体の発明活動をサポートします。こ

の機能は、特許ポートフォリオの拡充や技術革新の促進に寄与します[24][29][34]。 

 

5.2.3 国際的な特許調査と分析 

AI Samuraiの日米中横断調査機能は、国際的な特許調査と分析を効率化するためのツールで

す。この機能を活用することで、ユーザーは日本、アメリカ、中国の特許情報を同時に検索

し、各国の審査基準に基づいた特許性の評価を迅速に行うことができます[19][27][29]。 

 

また、国際的な特許調査と分析は、特許出願の戦略立案や競合他社の技術動向の把握におい

ても重要な役割を果たします。AI Samuraiの横断調査機能は、特許データの膨大なデータベ

ースを活用し、短時間で高精度な分析を実現します[19][27][29]。 

 

6.共通の応用分野 

6.1 発明発掘支援 

6.1.1 潜在的な発明アイデアの引き出し 

発明発掘支援は、特許業務において重要なプロセスの一つであり、生成AIを活用すること

で、発明者が気づいていない潜在的なアイデアを引き出すことが可能です。例えば、AI Sam

uraiでは、発明者と生成AIとの対話を通じて、発明に関連する情報を提示する機能が提供さ

れています。この機能により、発明者自身が見落としていた新しい発明アイデアのヒントを

得ることができます[2][24]。 

 

さらに、Patentfield AIRやTokkyo AIも、特許文献の分析や類似文献の評価を通じて、発明

の可能性を広げる支援を行っています。これらのツールは、特許文献の要約やラベル付けを

行い、関連する技術分野のトレンドや競合の動向を把握することで、発明者が新しいアイデ

アを発掘するためのインスピレーションを提供します[1][32]。 

 

また、AIを活用した発明発掘支援は、特許出願の初期段階での効率化にも寄与します。例え

ば、AI Samuraiの「発明創出支援AI」は、発明者が考えたアイデアを入力するだけで、特許

出願用の書類に自動的に変換する機能を提供しています。このような機能は、発明者がアイ

デアを具体化し、特許化するプロセスを大幅に簡略化します[34]。 
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6.1.2 発明者との対話を通じた支援 

発明者との対話を通じた支援は、生成AIの特性を最大限に活用する方法の一つです。AI Sam

uraiやTokkyo AIでは、発明者が生成AIと対話することで、発明の詳細を深掘りし、特許化

可能なアイデアを具体化するプロセスを支援しています[2][19]。 

 

例えば、AI Samuraiの質疑応答機能では、発明者が生成AIに質問を投げかけることで、関連

する技術情報や特許文献の要約を得ることができます。このプロセスを通じて、発明者は自

身のアイデアをより明確にし、特許出願に向けた準備を進めることができます[24]。 

 

さらに、Patentfield AIRの生成AI調査・分析オプションでは、最大1万件の特許文献を対象

に要約やラベル付けを行い、発明者が必要とする情報を迅速に提供します。このような機能

は、発明者が効率的に情報を収集し、新しいアイデアを発掘するための強力なツールとなり

ます[32][33]。 

 

6.2 特許提案書作成支援 

6.2.1 発明提案書の効率的な作成 

特許提案書の作成は、特許出願プロセスの中で重要なステップの一つです。生成AIを活用す

ることで、このプロセスを効率化することが可能です。例えば、Tokkyo AIでは、発明の概

要を入力するだけで、発明提案書を自動生成する機能が提供されています。この機能によ

り、発明者や特許担当者は、短時間で高品質な提案書を作成することができます[16][30]。 

 

また、SummariaやAI Samuraiも、特許提案書の作成を支援する機能を備えています。Summar

iaでは、特許文献の読解支援機能を活用して、関連する情報を効率的に抽出し、提案書の作

成に必要なデータを提供します。一方、AI Samuraiでは、発明者が考えたアイデアを入力す

るだけで、提案書のドラフトを自動生成する機能が利用可能です[8][24]。 

 

これらのツールは、特許提案書の作成プロセスを効率化するだけでなく、提案書の品質向上

にも寄与します。生成AIが提供する要約や分析結果を活用することで、提案書の内容をより

具体的かつ説得力のあるものにすることができます[12][14]。 

 

6.2.2 出願書類の作成支援 

特許出願書類の作成は、専門的な知識と多大な労力を要する作業です。しかし、生成AIを活

用することで、このプロセスを大幅に簡略化することが可能です。例えば、Tokkyo AIやAI 

Samuraiでは、発明の概要を入力するだけで、特許出願に必要な書類を自動生成する機能が

提供されています[16][18][24]。 
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特に、Tokkyo AIの「生成AI Plus」機能では、発明届や発明提案書といった出願に関する依

頼フォーマットを簡単に作成することができます。この機能は、特許出願プロセスの初期段

階での効率化に大きく貢献します[10][21]。 

 

また、Patentfield AIRのAPI連携機能を活用することで、他のシステムと統合し、特許デー

タを効率的に活用することが可能です。このような機能は、特許出願書類の作成プロセスを

さらに効率化し、特許業務全般の生産性向上に寄与します[1][7][33]。 

 

6.3 拒絶理由通知対応 

6.3.1 拒絶理由通知書の分析 

拒絶理由通知書の分析は、特許出願プロセスにおいて避けて通れない重要なステップです。

生成AIを活用することで、拒絶理由通知書の内容を迅速かつ正確に分析することが可能で

す。例えば、SummariaやPatentfield AIRでは、拒絶理由通知書の内容を整理し、引用文献

との比較を効率化する機能が提供されています[4][6][22]。 

 

Summariaの拒絶支援ワークフロー機能では、拒絶理由通知書の認定内容を整理し、本願と引

用文献の比較を行うことで、特許性の判断を支援します。この機能は、特許担当者が迅速に

対応策を検討するための強力なツールとなります[6][22]。 

 

また、Patentfield AIRの生成AI調査・分析オプションでは、特許文献の要約やラベル付け

を行い、拒絶理由通知書の内容を効率的に分析することが可能です。このような機能は、特

許出願プロセスの迅速化と精度向上に寄与します[32][33]。 

 

6.3.2 応答文書作成の効率化 

拒絶理由通知書への応答文書作成は、特許出願プロセスの中で最も時間と労力を要する作業

の一つです。しかし、生成AIを活用することで、このプロセスを大幅に効率化することが可

能です。例えば、Tokkyo AIやAI Samuraiでは、拒絶理由通知書への応答文書を自動生成す

る機能が提供されています[5][17][21]。 

 

Tokkyo AIの拒絶支援ワークフロー機能では、PDF形式の拒絶理由通知書をアップロードする

だけで、応答文書のドラフトを自動生成することができます。この機能は、特許担当者が迅

速に対応策を検討し、応答文書を作成するための強力なツールとなります[17][21]。 

 

また、AI Samuraiの類似文献評価機能を活用することで、拒絶理由通知書に記載された引用

文献の特許性を迅速に評価し、応答文書の内容を具体化することが可能です。このような機

能は、特許出願プロセスの効率化と精度向上に寄与します[24][26]. 
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6.4 異議申し立て・無効審判支援 

6.4.1 無効化資料の調査 

異議申し立てや無効審判において、無効化資料の調査は極めて重要なプロセスです。生成AI

を活用することで、このプロセスを効率化し、必要な資料を迅速に収集することが可能で

す。例えば、Patentfield AIRやAI Samuraiでは、特許文献の検索と分析を通じて、無効化

資料の調査を支援する機能が提供されています[1][32][33]。 

 

AI Samuraiの「日米中横断調査」機能では、日本、アメリカ、中国の特許情報を横断的に検

索し、審査シミュレーションを実施することが可能です。この機能は、無効化資料の調査に

おいて、国際的な視点からの分析を可能にします[19][27]. 

 

また、Patentfield AIRの生成AI調査・分析オプションでは、特許文献の要約やラベル付け

を行い、無効化資料の調査を効率化します。このような機能は、異議申し立てや無効審判の

準備プロセスを大幅に簡略化します[32][33]. 

 

6.4.2 異議申し立てに必要な分析 

異議申し立てに必要な分析は、特許業務において高度な専門知識を要する作業です。しか

し、生成AIを活用することで、このプロセスを効率化し、分析の精度を向上させることが可

能です。例えば、AI SamuraiやSummariaでは、特許文献の分析と要約を通じて、異議申し立

てに必要な情報を提供する機能が提供されています[8][24][25]. 

 

AI Samuraiの類似文献評価機能では、特許性の判断に必要な情報を迅速に提供し、異議申し

立ての準備を支援します。この機能は、特許担当者が効率的に分析を行い、異議申し立ての

成功率を高めるための強力なツールとなります[24][26]. 

 

また、Summariaの読解支援機能を活用することで、特許文献の内容を効率的に把握し、異議

申し立てに必要な分析を迅速に行うことが可能です。このような機能は、特許業務全般の効

率化と精度向上に寄与します[8][25]. 

 

7.結論 

7.1 各ツールの総括 

7.1.1 特許業務全般への貢献 

Patentfield AIR、Summaria、Tokkyo AI、AI Samuraiといった生成AIを活用した特許情報分

析ツールは、特許業務全般において多大な貢献を果たしている。これらのツールは、特許調
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査や分析、特許明細書の作成、拒絶理由通知への対応、発明発掘支援など、特許業務のあら

ゆるプロセスを効率化し、精度を向上させる役割を担っている。 

 

例えば、Patentfield AIRは、生成AIを活用した特許文献の要約やラベル付け機能を提供

し、膨大な特許データの中から必要な情報を迅速に抽出することを可能にしている[1][7]。

また、特許スコアリングとランキング機能により、特許の価値や関連性を数値化し、意思決

定をサポートする[4][3]。さらに、API連携やデータ可視化機能を通じて、他のシステムと

の統合や直感的なデータ分析を実現している[1][7]。 

 

Summariaは、特許文書の読解支援に特化しており、難解な特許文書をAIが要約することで、

特許実務者の負担を軽減している[8][9]。また、拒絶理由通知対応支援や発明評価支援、ク

レーム作成支援といった機能を通じて、特許業務の各段階での効率化を図っている[10][11]

[12]。 

 

Tokkyo AIは、生成AIを活用した特許明細書の自動生成や特許出願支援を提供しており、特

許出願プロセス全体を迅速化している[16][17][18]。さらに、ChatTokkyo機能を通じて、チ

ャット形式で特許検索や分析を行うことが可能であり、ユーザーの利便性を向上させている

[19][20]。 

 

AI Samuraiは、特許明細書の自動生成や類似文献評価、日米中横断調査、発明発掘支援な

ど、多岐にわたる機能を提供している[22][23][24]。特に、発明者との対話を通じて潜在的

な発明アイデアを引き出す機能は、発明創出の新たな可能性を切り開いている[29][30]。 

 

これらのツールは、特許業務の迅速化と精度向上を実現するだけでなく、特許実務者がより

戦略的な業務に集中できる環境を提供している。 

 

7.1.2 業務効率化と精度向上の可能性 

生成AIを活用した特許情報分析ツールは、業務効率化と精度向上の両面で大きな可能性を秘

めている。これらのツールは、従来の手作業によるプロセスを自動化し、特許業務のスピー

ドを飛躍的に向上させるだけでなく、人的ミスを減少させることで、業務の精度を高めてい

る。 

 

例えば、Patentfield AIRの生成AI調査・分析オプションは、最大1万件の特許文献を対象に

要約やラベル付けを行い、膨大なデータの中から必要な情報を迅速に抽出することを可能に

している[1][7]。これにより、特許調査や分析の効率が大幅に向上している。 

 

Summariaの特許文書読解支援機能は、特許文書の要約を通じて読解をサポートし、特許実務

者の負担を軽減している[8][9]。また、拒絶理由通知対応支援機能は、拒絶理由通知書の内

容整理や引用文献との比較を効率化し、迅速な対応を可能にしている[10][11]。 
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Tokkyo AIの生成AIによる特許明細書作成機能は、発明の概要を入力するだけで特許明細書

や発明提案書を自動生成し、特許出願プロセス全体を迅速化している[16][17][18]。さら

に、ChatTokkyo機能を通じて、ユーザーはチャット形式で特許検索や分析を行うことがで

き、利便性が向上している[19][20]。 

 

AI Samuraiの特許明細書自動生成機能や類似文献評価機能は、特許性の判断を迅速に行うこ

とを可能にしている[22][23][24]。また、日米中横断調査機能は、日本、アメリカ、中国の

特許情報を横断的に検索し、国際的な特許調査と分析を効率化している[27][28]。 

 

これらのツールは、特許業務の効率化と精度向上を実現するだけでなく、特許実務者がより

付加価値の高い業務に集中できる環境を提供している。 

 

7.2 ツール選定の重要性 

7.2.1 業務内容に応じた最適なツールの選択 

特許情報分析ツールを選定する際には、業務内容に応じた最適なツールを選択することが重

要である。各ツールは、それぞれ異なる特徴や強みを持っており、利用目的や業務内容に応

じて適切なツールを選ぶことで、特許業務の効率化と精度向上を最大限に引き出すことがで

きる。 

 

例えば、特許調査や分析を重視する場合は、Patentfield AIRの生成AI調査・分析オプショ

ンや特許スコアリングとランキング機能が有用である[1][4]。一方、特許文書の読解や拒絶

理由通知への対応を重視する場合は、Summariaの特許文書読解支援機能や拒絶理由通知対応

支援機能が適している[8][10]。 

 

特許明細書の作成や特許出願プロセスの効率化を目指す場合は、Tokkyo AIの生成AIによる

特許明細書作成機能や特許出願支援機能が有用である[16][18]。また、発明発掘や国際的な

特許調査を重視する場合は、AI Samuraiの発明発掘支援機能や日米中横断調査機能が適して

いる[22][27]。 

 

このように、各ツールの特徴や強みを理解し、業務内容に応じた最適なツールを選択するこ

とが、特許業務の効率化と精度向上を実現する鍵となる。 

 

7.2.2 今後の特許業務における生成AIの展望 

生成AIは、今後の特許業務においてますます重要な役割を果たすと考えられる。これらのツ

ールは、特許業務の効率化と精度向上を実現するだけでなく、新たな可能性を切り開く力を

持っている。 
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例えば、生成AIを活用した特許情報分析ツールは、特許調査や分析、特許明細書の作成、拒

絶理由通知への対応、発明発掘支援など、特許業務のあらゆるプロセスを効率化している

[1][7][16][22]。さらに、これらのツールは、特許実務者がより戦略的な業務に集中できる

環境を提供している。 

 

今後、生成AIの技術がさらに進化することで、特許業務のさらなる効率化と精度向上が期待

される。また、生成AIを活用した新たな機能やサービスが開発されることで、特許業務の可

能性がさらに広がると考えられる。 

 

特許情報分析ツールの選定においては、これらの展望を考慮し、将来的なニーズに対応でき

るツールを選ぶことが重要である。生成AIを活用した特許情報分析ツールは、特許業務の未

来を切り開く鍵となる存在であり、その活用が特許業務の進化を加速させると期待される。 

 

 1.メイヤー・ブラウン外国法事務弁護士事務所 米国 ... － AI Samurai 

 2.AI Samurai ZERO ｜ 特許申請支援システムの「株式会社AI ... 

 3.サマリア（Summaria） ｜ 特許文書読解支援サービス 

 4.新機能「拒絶対応支援ワークフロー」をリリース － PR TIMES 

 5.Tokkyo.Ai 

 6.ＡＩによる特許の中間対応支援（サマリアの拒絶支援機能 － note 

 7.生成AIが特許をシンプルに。Patentfield AIRの無料トライアル ... 

 8.AI Samurai ONE ｜ 特許申請支援システムの「株式会社AI ... 

 9.サマリアのご紹介 － 株式会社知財の楽校 

 10.特許生成AIで特許明細書の 作成を支援します － Tokkyo.Ai 

 11.特許の拒絶や取消に関する手続 － Tokkyo.Ai 

 12.生成AIが特許をシンプルに。Patentfield AIRの無料トライアル ... 

 13.特許出願で避けて通れない、拒絶理由通知への対応 － Tokkyo.Ai 

 14.（株）AI Samuraiは、生成AIと反復プロンプトにより特許文書 ... 

 15.クレームツリーの作成支援について「サマリア」 － note 

 16.次世代の特許調査！AIチャットで特許検索・分析を実現 

 17.ＰＤＦの拒絶理由通知書対応、参照段落出力の改良 

 18.特許申請支援システムの「株式会社AI Samurai」 

 19.AI特許類似 献評価システム『AI Samurai®』に新機能『日米中 ... 

 20.無料ではじめるAI特許検索・分析 FREEプラン ... － Patentfield 

 21.Tokkyo.Ai社、ChatGPT APIを活用した特許出願の ... － PR TIMES 

 22.サマリアの拒絶対応支援 － よろず知財戦略コンサルティング 

 23.邪魔な特許を成立させないための「特許情報提供・特許異議 ... 

 24.AI特許類似文献評価システム『AI Samurai®』に関する新たな ... 

 25.特許読解アシスタント「サマリア」に知財実務を支援する革新 ... 

 26.メディア実績 － 弁理士法人白坂 

 27.AI Samuraiによる「AI特許作成」システムは「適法」 

 28.弁理士、知財担当者の方々に向けたAIによる 特許文書読解 ... 

 29.AI特許類似 献評価システム『AI Samurai®』の『日米中横断 ... 

https://aisamurai.co.jp/samurai-masters/interview/samurai-interview7/
https://aisamurai.co.jp/aisamuraizero/
https://patent-i.com/summaria/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000086119.html
https://www.tokkyo.ai/
https://note.com/ose_yosshy/n/n5530323af938
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000051.000025380.html
https://aisamurai.co.jp/aisamuraione/
https://www.patentamuse.com/articles/recommended-sites-summaria/
https://www.tokkyo.ai/pvt/gpt/
https://www.tokkyo.ai/tokkyo-wiki/if-the-patent-is-refused/
https://patentfield.com/news/275
https://www.tokkyo.ai/tokkyo-wiki/patent-reason-notice-response/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000264.000021559.html
https://note.com/ose_yosshy/n/n79730c9e0fa2
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000240.000042056.html
https://patent-i.com/summaria/manual/R_20240826
https://aisamurai.co.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000191.000021559.html
https://patentfield.com/news/241
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000138.000042056.html
https://yorozuipsc.com/blog/9053101
https://www.mm-patent.com/offer-of-information-opposition-procedure/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000165.000021559.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000086119.html
https://www.shirasakapat.com/%E3%83%A1%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E5%AE%9F%E7%B8%BE
https://yorozuipsc.com/blog/ai-samuraiai1536959
https://www.atpress.ne.jp/news/351500
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000234.000021559.html
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 30.Tokkyo.Ai 特許生成AIで特許明細書の作成を支援 

 31.ＡＩによる特許文書からの成分抽出（サマリアの用語抽出機能） 

 32.Patentfield AIR 生成AI調査・分析オプション 

 33.GeminiAPIとPatentfieldAPIで特許公報を自動取得して読み ... 

 34.発明創出AIで知財をもっと身近に！子供発明が日本の未来を ... 

 

https://yorozuipsc.com/blog/tokkyoai-ai
https://note.com/ose_yosshy/n/n5c53fc1b19a6
https://support.patentfield.com/portal/ja/kb/articles/patentfield-air-%E7%94%9F%E6%88%90ai%E8%AA%BF%E6%9F%BB-%E5%88%86%E6%9E%90%E3%82%AA%E3%83%97%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3
https://note.com/super_whale150/n/nd1ef298b3fa4
https://keiei.freee.co.jp/articles/i0101924
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